啓林館　新編数学Ⅲ(数Ⅲ307)観点一覧表
〔内容の取扱い〕
	観　点
	内　容

	内容の精選・重点化，個に応じた学習への工夫があるか。
	・わかりやすい例と説明から始めて，基本的な内容を理解できるように編集しました。例題を通して数学の見方や考え方に触れつつ，計算の力を養えるように配慮しました。

・重要であるが，やや難しい内容に関しては，研究として扱いました。
（数学Ⅲ：p.138　逆関数の微分法，
p.173　関数の近似式　など）
このことで，本文内容を精選して進めやすくしました。

	身近な内容が取り上げられ，生徒の興味や関心に対する配慮がなされているか。
	・節の導入ではそこで学習する内容を盛り込んだ身近な課題を設定して，関心がもてるようにしました。また，各小項目のはじめには，これから学習する内容を問いかけの形で示すようにしました。
・章末ではその章で学習した内容が身の回りでどのようなところで利用されているかを紹介しています（数学探訪）。

・数学史的な内容を，章とびらおよび巻末で取り上げています。

	基礎力や応用力がつくように工夫されているか。
	・本文をより深く理解することを助けるために，より多くの例（121題）を取り上げて説明するように努めました。

・その知識の定着と応用力をつけるための例題（64題）を積極的に取り上げました。

・例題には必要に応じて解の前に考え方をおいて，解の指針や重要な考え方がわかるようにしています。

	特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮されているか。
	・受験に役立つような知識を記述するだけでなく，導入で具体的な例を入れることによって，それぞれの内容が自然に理解できるようにしました。

	生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされているか。
	・本文の内容の発展的な事柄を研究・発展として取り上げ，生徒がさらに進んで数学を学ぶ楽しさが味わえるようにしました。
グラフのかき方（p.177）

	教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっているか。
	・数学的なものの見方・考え方を伸ばし，その中から創造的な思考力と本質的な数学の学力，そして論理的な思考力を身につけさせることを目的に編集しました。

・指導内容は基礎的・基本的なものに重点をおき，次第に標準・応用的なものへと展開するようにしました。


〔単元の構成・配列及び分量〕
	観　点
	内　容

	学習が効果的に進められるよう配慮されているか。
	・複素数平面では，数学Ⅱの複素数の定義，四則計算の具体的な復習から入り，座標平面上での表記や，そこでの和，差，実数倍へと進めるようにしました（p.48～50）。

・例題の解の横にはポイントを適宜アミ版で入れ，どのように考えて問題を解いたらよいかがすぐにわかるように工夫しました。

	自主的・自発的学習ができるように構成されているか。
	・各項目のはじめにそこで学習する内容を問いかけの形式で提示しています。

・節や適宜小見出しを置くことにより，何について学習しているかがわかるようにしました。
・例をリード分形式にすることで，例の目的を明確にしました。

	相互に関連をもち，系統的・発展的に構成されているか。
	・2次曲線では，数学Ⅰで学習した放物線のy＝ax2の形から入るようにし，その後，標準形へ移るようにしました。また，直交座標とは異なる表し方である極座標を考えた後に，複素数平面に入るようにしました。

	教育課程における単位数に照らして分量が適切であるか。
	・1単位30時間としても十分指導できる内容にしています。

	基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫されているか。
	・基本的な内容の理解と定着をはかり，総合的な応用力を養えるように，問題の配列を工夫しました。

・例，例題の後の「問」で学習内容の理解と定着をはかり，「節末問題」や章末の「章末問題A，章末問題B」で，総合的な応用力を養うことができるようにしました。

	内容が網羅的・羅列的でなく，精選されているか。
	・基本的な内容に多くのページを割くようにしました。
・重要語句とその定義が一目でわかるように工夫しました（重要語句：太字，その定義：破線）


